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大阪市立鶴見小学校 令和２年度 運営に関する計画・自己評価（総括シート） 

  

１ 学校運営の中期目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状と課題 

【現状】 

○ 大阪市教育基本計画に基づき、学校経営方針を「自ら学ぶ意欲を持ち、主体的に探
究できる子どもを育てる」と設定し、自己発揮・自己変容のある教育活動を推進して
いる。 

〇 異学年集団で活動を行うキッズファミリーの取り組みを継続することが、子ども一
人一人が自分のもっている力を発揮し、それが思いやりの心を育てることにつながっ
ている。 

〇 子どもが安心して成長できる安全な社会の実現のため、本年度より教科化となる道
徳教育の充実を図る。 

【課題】 

○ 本校の子どもは大変素直であるが、読む力・書く力・表現する力に課題がみられ、
自分の思いや考えをうまく表現できない傾向がある。それは、全国学力・学習調査の
結果(習得のＡ問題はよいが、活用のＢ問題には課題がある)にも見られ、言語活動の
充実と習熟度別学習やＴ.Ｔ.を活用した授業づくりを推進する必要がある。 

〇 ＩＣＴ(Information  Communication Technology)を活用した教育活動の取組につい
ては、大型液晶テレビの各教室への導入、タブレット、パソコンなどの活用をさらに
深め、取り組みを進める必要がある。 

〇 若手教員の増加により、「アクティブ・ラーニング」など対話的学習の手法を研究
し、教員が魅力ある授業の展開を進める必要がある。 

〇 英語学習の全学年での導入に伴い、校内で共通して取り組む時間を設け、英語に常
に親しんでいける環境を整えていく。 

 

中期目標 

 
【子どもが安心して成長できる安全な社会（学校・家庭・地域）の実現】 
 
〇 平成 32 年度末の校内調査において、学校で認知したいじめについて、解消した割合

を 100％にする。 
〇 平成 32 年度の小学校学力経年調査や校内調査における「学校のきまり・規則を守っ

ていますか」の項目について、「当てはまる(どちらかといえば、当てはまる)と答え
る割合を 95％以上にする。 

〇 平成 32 年度末の校内調査において、暴力行為を複数回行う加害の子どもの割合を 0
にする。 

〇 平成 32 年度末の校内調査において、新たに不登校になる子どもの割合を 0 にする。 
 
 
【心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上】 
 

〇 平成 32 年度の小学校経年調査における標準化得点(標準化得点とは、各年度の調査

の本市の平均正答数が、それぞれ 100 となるよう標準化した得点のこと)を、平成 28

年度より 5 ポイント向上させる。 

〇 平成 32 年度の小学校経年調査における正答率 54％以下の子どもを同一の母集団で

比較し、平成 28 年度より 8 ポイント減少させる。 

〇 平成 32 年度の小学校経年調査における活用に関する問題の正答率８割以上の子ど

もの割合を同一の母集団で比較し、平成 28 年度より 8 ポイント向上させる。 

〇 平成 32 年度の小学校経年調査における「学級の友だちとの間で話し合う活動を通じ

て、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、肯定的

に回答する子どもの割合を、平成 28 年度より 8 ポイント向上させる。 

〇 平成 32 年度の全国体力・運動能力、運動習慣調査において、特に課題である 20ｍ

シャトルランの平均記録を、平成 28 年度より 1.6 ポイント向上させる。 
 



２ 中期目標の達成に向けた年度目標（全市共通目標を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子どもが安心して成長できる安全な社会（学校・家庭・地域）の実現】 

 

全市共通目標 
（Ａ）令和２年度末の校内調査において、学校で認知したいじめについて、解消した割

合を 95％以上にする。 
（Ｂ）令和２年度小学校学力経年調査における「学校のきまり・規則を守っていますか」

の項目について、「当てはまる（どちらかといえば、当てはまる）」と答える児童
の割合を 95％以上にする。 

（Ｃ）令和２年度末の校内調査において、暴力行為を複数回行う加害児童数を前年度よ
り減少させる。 

（Ｄ）令和２年度末の校内調査において、新たに不登校になる児童の割合を前年度より
減少させる。 

 

学校の年度目標 
（Ａ）令和２年度末の校内調査において、学校で認知したいじめについて、解消した割

合を 100％にする。 
（Ｂ）令和２年度小学校学力経年調査における「学校のきまり・規則を守っていますか」

の質問に対して、「当てはまる（どちらかといえば、当てはまる）と回答する児童
の割合を 95％以上にする。 

（Ｃ）令和２年度末の校内調査において、暴力行為を複数回行う加害児童数を 0 にする。 
（Ｄ）令和２年度末の校内調査において、新たに不登校になる児童の割合を 0％にする。 
 
 
 
【心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上】 
 

全市共通目標 
（Ｅ）令和２年度小学校学力経年調査における標準化得点を、同一母集団で比較し、い

ずれの学年も前年度より向上させる。 
（Ｆ）令和２年度小学校学力経年調査における正答率が市平均の７割に満たない児童の

割合を同一母集団で比較し、いずれの学年も前年度より 1 ポイント減少させる。 
（Ｇ）令和２年度小学校学力経年調査における正答率が市平均を２割以上上回る児童の

割合を同一母集団で比較し、いずれの学年も前年度より 1 ポイント増加させる。 
（Ｈ）令和２年度小学校学力経年調査における「学級の友だちとの間で話し合う活動を

通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」の質問に
対して、肯定的に回答する児童の割合を、前年度より増加させる。 

（Ｉ）令和２年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査において、特に課題である長座
体前屈の平均の記録を、元年度（男子 36.34 女子 35.74）より向上させる。 

 

学校の年度目標 
（Ｅ）令和２年度小学校学力経年調査における標準化得点を、同一母集団で比較し、い

ずれの学年も前年度より向上させる。 
（Ｆ）令和２年度小学校学力経年調査における正答率が市平均の７割に満たない児童の

割合を同一母集団で比較し、いずれの学年も前年度より 1 ポイント減少させる。 
（Ｇ）令和２年度小学校学力経年調査における正答率が市平均を２割以上上回る児童の

割合を同一母集団で比較し、いずれの学年も前年度より 1 ポイント増加させる。 
（Ｈ）令和２年度小学校学力経年調査における「学級の友だちとの間で話し合う活動を

通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」の質問に
対して、肯定的に回答する児童の割合を、前年度より 1 ポイント増加させる。 

（Ｉ）令和２年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査において、特に課題である長座
体前屈の平均の記録を、元年度（男子 36.34 女子 35.74）より向上させる。 

 



３ 本年度の自己評価結果の総括 
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大阪市立鶴見小学校 令和２年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【子どもが安心して成長できる安全な社会（学校・家庭・地域）の実現】 

 

全市共通目標  

（Ａ） 令和２年度末の校内調査において、学校で認知したいじめについて、解消

した割合を 95％以上にする。 

 

（Ｂ） 令和２年度小学校学力経年調査における「学校のきまり・規則を守ってい

ますか」の項目について、「当てはまる（どちらかといえば、当てはまる）」

と答える児童の割合を 95％以上にする。 

    
（Ｃ） 令和２年度末の校内調査において、暴力行為を複数回行う加害児童数を前

年度より減少させる。 

          

（Ｄ） 令和２年度末の校内調査において、新たに不登校になる児童の割合を前年

度より減少させる。 

 

学校の年度目標  

 

（Ａ） 令和２年度末の校内調査において、学校で認知したいじめについて、解消

した割合を 100％にする。 

               

（Ｂ） 令和２年度小学校学力経年調査における「学校のきまり・規則を守ってい

ますか」の項目について、「当てはまる（どちらかといえば、当てはまる）と

答える児童の割合を 95％以上にする。 

 
（Ｃ） 令和２年度末の校内調査において、暴力行為を複数回行う加害児童数を 0

にする。 

     

（Ｄ） 令和２年度末の校内調査において、新たに不登校になる児童の割合を 0％に

する。 

 

 

 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 



年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【施策１ 安全で安心できる学校、教育環境の実現】 

  いじめを未然に防止するための取り組みを推進する。 

 指標  

  配慮を要する子どもの情報交換を月２回実施し、「学校いじめ防止基本方針」に

基づき、いじめ対策委員会を中心に組織的に対応していく。 

取組内容②【施策１ 安全で安心できる学校、教育環境の実現】 

  月目標を毎週の児童朝会で確認し、定着を図る。 

 指標 

  毎週１回、各教室にて目標についての振り返りを行う。 

取組内容③【施策２ 道徳心・社会性の育成】 

  人・もの・こととふれ合う体験的な活動を通して、幅広い人間性を育む。 
 

指標 

  学期に１回、子どもの実態に応じた体験的な活動を実施する。 

取組内容④【施策２ 道徳心・社会性の育成】 

 子どもの実態を踏まえた適切な支援を行い、一人一人の違いを認める集団を育

てる。 
 

指標 
  学期に 1 回校内研修会を実施し、それをもとに子どもの実態を多面的にとらえ、

適切な支援を行っていく。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後期への改善点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



大阪市立鶴見小学校 令和２年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上】 

 

全市共通目標  

 

（Ｅ）令和２年度小学校学力経年調査における標準化得点を、同一母集団で比較し、
いずれの学年も前年度より向上させる。 

 
 
（Ｆ）令和２年度小学校学力経年調査における正答率が市平均の７割に満たない児

童の割合を同一母集団で比較し、いずれの学年も前年度より 1 ポイント減少
させる。 

 
（Ｇ）令和２年度小学校学力経年調査における正答率が市平均を２割以上上回る児

童の割合を同一母集団で比較し、いずれの学年も前年度より 1 ポイント増加
させる。 

 
（Ｈ）令和２年度小学校学力経年調査における「学級の友だちとの間で話し合う活

動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」
の質問に対して、肯定的に回答する児童の割合を、前年度より増加させる。 

 
 
（Ｉ）令和２年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査において、特に課題である

長座体前屈の平均の記録を、元年度（男子 36.34 女子 35.74）より向上させ
る。 

     
学校の年度目標  

 

（Ｅ）令和２年度小学校学力経年調査における標準化得点を、同一母集団で比較し、
いずれの学年も前年度より向上させる。 

 
 
（Ｆ）令和２年度小学校学力経年調査における正答率が市平均の７割に満たない児

童の割合を同一母集団で比較し、いずれの学年も前年度より 1 ポイント減少
させる。 

 
（Ｇ）令和２年度小学校学力経年調査における正答率が市平均を２割以上上回る児

童の割合を同一母集団で比較し、いずれの学年も前年度より 1 ポイント増加
させる。 

 
（Ｈ）令和２年度小学校学力経年調査における「学級の友だちとの間で話し合う活

動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」
の質問に対して、肯定的に回答する児童の割合を、前年度より 1 ポイント増
加させる。 

 
（Ｉ）令和２年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査において、特に課題である

長座体前屈の平均の記録を、元年度（男子 36.34 女子 35.74）より向上させ
る。 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 



 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【施策５ 子ども一人一人の状況に応じた学力向上への取組】 

   子どもが興味・関心をもちながら学習に取り組むことができる授業づくり・

教材研究を行う。また、個に応じた指導を充実させるために、学習時間の設定

の仕方や、学習シートについて検討し、学力の向上を図る。   

指標  

学習意欲の向上や個に応じた指導をより充実させるために、全教員が年間一回

以上の公開授業を行う。 

取組内容②【施策５ 子ども一人一人の状況に応じた学力向上への取組】 

    全学年でＩＣＴ機器を活用しながら、子どもが意欲的に学習活動を行うこと

を目標として授業研究に取り組む。  

指標  

年間計画を立てて、各クラス年間一回以上のプログラミング学習を行う。 

取組内容③【施策５ 子ども一人一人の状況に応じた学力向上への取組】 

    主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）を推進する。 

 指標  

   主体的・対話的で深い学びの視点を取り入れた研究授業・公開授業を年間６

回行う。 

取組内容④【施策６ 国際社会において生き抜く力の育成】 

     英語活動に親しむことを通じて、自己表現力の素地を養う。 

 指標  

    外国語活動の時間以外にも、Ｃ―ＮＥＴの先生と触れ合う機会を校内で年

間２０回以上設ける。 

取組内容⑤【施策７ 健康や体力を保持増進する力の育成】 

    柔軟性が高まる運動に取り組む。 

 指標  

   体育の授業時間内に、一回以上ストレッチを意識した体操や運動に取り組む。 

  運動委員会を中心に、ストレッチを意識できるポスターを作り啓発する。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

 

 

後期への改善点 

 

 

 

 


